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設置の背景・概要　等

2013年末の久⼭町研究から認知症患者数は予想をはるかに上回るスピードで増加し、現在本邦に550万⼈、その前段階である軽度認知機能障害患者も
400万⼈となっており、⾼齢化社会の⽇本では最重要課題である。しかし、根本的治療法はなく、今後も増加することは間違いない。認知症の約2/3がアルツハイ
マー病(AD)であるが、⾎管障害性認知症、パーキンソン病(PD)関連認知症も存在するが、その病像は明らかではない。本講座ではこの課題に対し、認知症外
来患者数の最も多い当病院の特⾊を⽣かした臨床および基礎両⾯の研究を実施し、認知症病態解明、鑑別診断法確⽴、認知症関連スタッフ教育を⽬指す。
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